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 ～千歳一遇～ せんざいいちぐう

１

　今号の話題

　◯支笏湖に観光シーズン到来

　　　湖水開き安全祈願祭を開催

　◯今年も稚魚放流体験

　　　５月 10まで、千歳水族館

　◯美笛キャンプ場、営業開始

　　10月末まで、予約はHPから

　

支
笏
湖
園
地
を
音
楽
と
光
、
物
語
で

彩
る
「
支
笏
湖
イ
ル
ミ
ナ
ヒ
ス
ト
リ

ア
」
が
４
月
４
日
か
ら
29
日
ま
で
、
支

笏
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
の
園
地
で

開
幕
し
ま
し
た
。
幻
想
的
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
彩
ら
れ
た
会
場
で
は
、

千
歳
市
ゆ
か
り
の
文
筆
家
・
画
家
の
ヤ

マ
ザ
キ
マ
リ
さ
ん
が
支
笏
湖
を
テ
ー
マ

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語
の
朗
読
が

流
さ
れ
、
支
笏
湖
の
四
季
を
表
現
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
投

影
。
音
楽
は
ギ
タ
リ
ス
ト
、
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
鳥
山
雄
司
さ
ん
が
手
掛

け
ま
し
た
。

　

観
光
連
盟
が
事
務
局
を
支
援
す
る
、

国
立
公
園
支
笏
湖
運
営
協
議
会
主
催
。

春
を
迎
え
て
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
化

　

す
る
前
の
は
ざ
ま
の
時
期
に
、
多
く
の

人
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
を

提
供
し
、
支
笏
湖
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

園
地
内
で
は
木
々
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
演
出
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
の
中
心
部
に
設
け
ら
れ

た
ド
ー
ム
内
で
は
、
ヤ
マ
ザ
キ
さ
ん
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語
の
朗
読
が
流
さ
れ

る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
投
影
。

　

物
語
は
千
歳
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た

ヤ
マ
ザ
キ
さ
ん
が
、
支
笏
湖
へ
の
思
い

を
込
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
す
。
支

笏
湖
を
擬
人
化
し
、
不
風
死
、
恵
庭
、

樽
前
の
山
の
兄
弟
を
は
じ
め
、
自
然
の

成
り
立
ち
や
動
植
物
そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ

り
、
大
自
然
の
中
で
の
命
の
循
環
を
表

現
し
た
物
語
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
エ
ゾ
シ
カ
や
ヒ
グ

マ
、
シ
ラ
カ
バ
、
森
の
ざ
わ
め
き
、
四

　
支
笏
湖
イ
ル
ミ
ナ
ヒ
ス
ト
リ
ア

音
楽
と
光
の
優
美
な
競
演

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
物
語
朗
読

鳥
山
さ
ん
、
千
歳
フ
�
ル
も
出
演

ドームやライトアップされた木々が来場

者を幻想的な世界へと誘いました

ドーム内ではプロジェクションマッ

ピングが観衆を魅了しました



２

季
の
風
情
を
色
と
り
ど
り
に
表
現
し
ま

し
た
。
放
送
中
は
ス
モ
ー
ク
が
流
れ
る

趣
向
も
あ
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
際

立
た
せ
ま
し
た
。

　

開
幕
初
日
の
４
月
４
日
は
支
笏
湖
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
内
で
、
鳥
山
さ
ん
と

千
歳
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
演
奏
。
優
美
な
音
楽
が
聴
衆
の
心

を
引
き
つ
け
ま
し
た
。
ヤ
マ
ザ
キ
さ
ん

も
生
で
朗
読
を
披
露
し
た
ほ
か
、
ゆ
か

り
の
地
と
支
笏
湖
へ
の
思
い
を
込
め
、

ユ
ー
モ
ア
も
交
え
た
ト
ー
ク
で
来
場
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
千
歳
フ
ィ
ル
演
奏　

ヤ
マ

ザ
キ
さ
ん
＆
千
歳
フ
ィ
ル
朗
読
コ
ン

サ
ー
ト
、
馬
頭
琴
・
喉
歌
（
ホ
ー
ミ
ー
）

の
嵯
峨
治
彦
さ
ん
、
打
弦
楽
器
ハ
ン

マ
ー
ダ
ル
シ
マ
ー
奏
者
の
小
松
崎
健
さ

ん
の
演
奏
会
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

支
笏
湖
イ
ル
ミ
ナ
ヒ
ス
ト
リ
ア
は
４

月
29
日
ま
で
開
催
。
時
間
は
午
後
６
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
立
公
園
支
笏
湖
運
営
協
議
会
（
事

務
局
支
援
・
観
光
連
盟
）
の
主
催
。
神

職
が
祝
詞
を
奏
上
し
て
無
事
故
・
無
災

害
を
祈
願
。
関
係
者
が
祭
壇
に
玉
ぐ
し

を
さ
さ
げ
て
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
平
穏

と
地
域
振
興
を
神
前
で
願
い
ま
し
た
。

支
笏
湖
神
社
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
に
は

供
物
が
並
び
、「
支
笏
湖
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
扉
を
開
け
る
鍵
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
湖
水
開
き
を
象
徴
す
る
鍵
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
置
か
れ
ま
し
た
。

　

４
月
下
旬
は
温
か
く
な
り
、
支
笏
湖

　

支
笏
湖
観
光
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕

を
告
げ
る
支
笏
湖
湖
水
開
き
・
安
全
祈

願
祭
が
４
月
12
日
、
支
笏
湖
温
泉
園
地

内
の
支
笏
湖
神
社
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
支
笏
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
近
く

の
神
社
に
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、
地
元
関

係
者
ら
約
30
人
が
出
席
。
シ
ー
ズ
ン
中

の
無
事
故
無
災
害
、
行
楽
客
の
千
客
万

来
を
祈
願
し
ま
し
た
。

周
辺
の
グ
ル
メ
や
ス
ワ
ン
ボ
ー
ト
な
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
に
は
よ

い
季
節
で
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
地
域
で
は
独
自

に
「
支
笏
湖
ル
ー
ル
」
を
定
め
て
い
ま

す
。
▼
非
動
力
船
利
用
時
の
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
▼
遊
覧
船
の
航
路
に

入
ら
な
い
▼
人
が
集
ま
る
場
所
で
の
フ

ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
控
え
る
▼
ペ
ッ

ト
の
リ
ー
ド
は
常
に
付
け
て
お
く
、
と

い
っ
た
決
ま
り
を
お
守
り
い
た
だ
き
、

支
笏
湖
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
。

　

支
笏
湖
で
は
６
月
１
日
か
ら
８
月
31

日
ま
で
の
３
カ
月
間
、
ヒ
メ
マ
ス
釣
り

が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
動
力
船
の
乗
り
入

れ
に
は
事
前
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
釣
り
に
は
支
笏
湖
漁
協
が
取
り
扱
う

遊
漁
券
の
携
行
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
注

意
の
上
釣
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

支
笏
湖
湖
水
開
き

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来

無
事
故
、
千
客
万
来
祈
願

６
月
１
日

ヒ
メ
マ
ス
釣
り
解
禁

遊
漁
は
規
則
遵
守
を

　関係者が列席した安全祈願祭

神事で無事故・無災害を祈願
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サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館
で
、

毎
年
春
恒
例
の
サ
ケ
稚
魚
放
流
体
験

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
休
日
に
は
親
子

連
れ
や
観
光
客
が
水
族
館
近
く
の
小
川

に
稚
魚
を
放
し
、
海
へ
の
旅
立
ち
を
見

送
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ケ
の
生
態
や
成
長
、
千
歳
川
と
サ

ケ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
狙
い
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
学
習
室
で
サ
ケ
の
生
態
に
つ
い
て

学
ん
だ
参
加
者
は
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
体

長
５
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
し
た
コ
ッ
プ

を
受
け
取
り
、小
川
に
設
け
ら
れ
た「
滑

り
台
」
の
よ
う
に
切
っ
た
筒
で
コ
ッ
プ

の
水
と
と
も
に
流
す
よ
う
に
し
て
、
稚

魚
を
放
流
し
ま
し
た
。
小
さ
な
子
供
が

稚
魚
に
手
を
振
り
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
見
送
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
10
日
ま
で
、
毎
日
午
前
11
時
と

午
後
２
時
の
１
日
２
回
、
各
回
20
分
ず

つ
開
催
し
て
い
ま
す
。
放
流
自
体
へ

の
参
加
は
無
料
で
す
が
、
参
加
対
象
は

入
館
者
の
た
め
別
途
入
館
料
が
必
要
で

す
。

ズ
ン
中
は
美
し
い
景
観
と
静
か
な
雰
囲

気
を
楽
し
む
た
め
、
多
く
の
ア
ウ
ト
ド

ア
を
愛
す
る
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

駐
車
場
２
０
０
台
分
、
テ
ン
ト
サ
イ

ト
１
５
０
カ
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

家
族
や
友
人
と
の
キ
ャ
ン
プ
や
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
日
帰
り
の
利
用
も
可
能

で
す
。

　

利
用
に
際
し
て
は
注
意
事
項
が
あ
り

ま
す
。
直
火
は
禁
止
で
す
。
焚
き
火
台
・

脚
付
き
コ
ン
ロ
等
の
器
具
を
使
用
し
、

炭
が
地
面
に
落
ち
な
い
よ
う
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。
大
声
で
騒
ぐ
、
ペ
ッ
ト

の
放
し
飼
い
と
い
っ
た
ほ
か
の
利
用
者

の
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
行
為
は
お
控
え

く
だ
さ
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
間
は
午
前
11
時
か

ら
午
後
７
時
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
間

は
午
前
７
時
か
ら
同
10
時
ま
で
。
料
金

は
宿
泊
が
市
内
大
人
１
０
０
０
円
、
同

子
ど
も
５
０
０
円
。
日
帰
り
は
市
内
大

人
５
０
０
円
、
同
子
ど
も
２
０
０
円
で

す
。
同
キ
ャ
ン
プ
場
サ
イ
ト
か
ら
予
約

で
き
ま
す
。

　

観
光
連
盟
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
す
る
千
歳
市
美
笛
の
「
ち
と
せ
美
笛

キ
ャ
ン
プ
場
」
の
今
季
営
業
が
４
月

24
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に

キ
ャ
ン
プ
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
予

約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
営
業
期
間

は
10
月
18
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

　

支
笏
湖
を
一
望
で
き
、
樹
齢
数
百
年

の
木
々
の
生
い
茂
る
「
巨
木
の
森
」
に

近
い
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
北
海
道
の
雄
大

な
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
道
内
外
の
フ
ァ
ン
が
多
く
、
シ
ー

　「
い
っ
て
ら
っ
っ
し
ゃ
い
」

サ
ケ
稚
魚
放
流
体
験
　
今
年
も
開
催

サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館

旅
路
見
送
る

ちとせ美笛キャンプ場

　　今季の営業開始
HPから予約可能

マナー守って利用を

ファン待望　シーズン到来

水族館近くの小川で稚魚を放流する参加者



　編集後記
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イ
ベ
ン
ト
情
報

　

ま
ち
を
歩
く
と
真
新
し
い

ス
ー
ツ
姿
の
新
入
社
員
や
、
大

き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

新
１
年
生
の
姿
を
見
か
け
ま

す
。
生
活
の
ス
テ
ー
ジ
が
新
し

い
段
階
へ
と
入
る
節
目
の
時
季

で
す
。

　

編
集
子
も
新
入
社
員
の
指
導

に
関
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
未
経
験
の
人
に
ど
う
仕
事

の
仕
方
を
教
え
る
か
。
考
え
て

た
ど
り
着
い
た
の
は
、
新
人
時

代
の
自
分
の
心
境
を
思
い
出
す

こ
と
で
し
た
。

　

入
社
し
た
て
の
頃
に
教
え
て

ほ
し
か
っ
た
こ
と
、
戸
惑
っ
た

こ
と
、
失
敗
談
を
思
い
返
し
な

が
ら
、
あ
れ
こ
れ
ア
ド
バ
イ
ス
。

そ
の
方
針
が
良
か
っ
た
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
に
と
っ

て
も
初
心
を
思
い
返
す
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
初
々
し
さ

を
目
に
す
る
た
び
に
、
自
身
を

振
り
返
る
４
月
で
す
。（
ひ
）

　

▼
菜
の
花
さ
ん
ぽ
２
０
２
６
（
５
月

16
日
～
６
月
１
日
、
安
平
町
追
分
柏
が

丘
な
ど
）
同
町
の
初
夏
の
風
物
詩
を
楽

し
む
催
し
で
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
で
引
く

幌
馬
車
に
乗
っ
て
楽
し
む
「
菜
の
花
畑

ド
ラ
イ
ブ
」
を
は
じ
め
、「
菜
の
花
散

歩
道
」、「
菜
の
花
フ
ッ
ト
パ
ス
」
な
ど
。

道
の
駅
あ
び
ら
Ｄ
51
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
菜
の
花
に
ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
す
る
『
菜
の
花
か
ふ
ぇ
』
も
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

　

▼
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
マ
ラ
ソ

ン
２
０
２
６
（
５
月
17
日
、
苫
小
牧
市

美
沢
・
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
）ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
＋
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
、
ペ
ア

ラ
ン
の
４
種
目
を
開
催
。
競
走
馬
育
成

施
設
内
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン

で
つ
く
る
北
の
味
覚
も
味
わ
え
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

▼
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
春
ま
つ
り
（
６

月
６
日
、
７
日
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

千
代
田
町
つ
ど
い
の
広
場
、
幸
町
お

ま
つ
り
広
場
）
千
歳
市
環
境
整
備
事

業
協
同
組
合
主
催
、
観
光
連
盟
な
ど

後
援
。
高
所
作
業
車
乗
車
体
験
（
中

学
生
以
上
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）、
ミ
ニ
重
機
乗
車
体

験
、
30
台
以
上
が
集
ま
る
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

▼FLY H
IGH

 fes.

２
０
２
６
年

（
６
月
20
日
、
日
本
航
空
大
学
校
北

海
道
新
千
歳
空
港
キ
ャ
ン
パ
ス
）
同

実
行
委
主
催
。
千
歳
市
空
港
開
港

１
０
０
年
の
節
目
を
記
念
し
、
音
楽
・

食
・
ア
ウ
ト
ド
ア
・
体
験
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
市
民
参
加
型
フ
ェ
ス
で

す
。
４
Ｅ
Ｖ
Ｅ 

、
松
浦
航
大
さ
ん 

、

佐
藤
三
兄
弟
、
き
い
や
ま
商
店
、
タ

イ
ト
ル
未
定
、　

Ｎ
Ｍ
Ｂ
４
８
、
山
崎

あ
お
い
さ
ん
の
出
演
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 　

北
海
道
内
で
は
春
を
迎
え
、
ヒ
グ

マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る
時
期
。
同
派

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
を
「
春

の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
月
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
千
歳
市
内
で
は
目
撃
情
報
が

警
察
等
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
山
菜
採

り
や
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
山
や
山
菜
採
り
の
際
は
、
▼
事
前

に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
す
る
▼

薄
暗
い
と
き
は
行
動
し
な
い
▼
野
山
で

は
１
人
で
行
動
し
な
い
▼
野
山
で
は
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
音
を
出
し
な
が
ら
歩

く
▼
フ
ン
や
足
跡
を
見
た
ら
引
き
返
す

▼
食
べ
物
や
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
、

と
い
っ
た
注
意
が
必
要
で
す
。

　

十
分
注
意
し
た
上
で
、
大
自
然
の
レ

ジ
ャ
ー
を
安
全
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。 道

、
注
意
特
別
月
間

春
の
レ
ジ
ャ
ー

ヒ
グ
マ
に
注
意


